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成果報告



概要

協議会等名称
（代表団体名）

ICT Gift協議会
（グランドライフ株式会社）

実施地域 愛知県名古屋市

実績



多様な社会を理解するために、障害特性に応じた独自カリキュラムを活用

することで、障害の有無に関わらずロボットプログラミングワーク
を通じて、ロボットと一緒に生活を楽しむ想像力・創作力・論理的思考
を取得するための入門として楽しみながら学ぶ

実施目的

ビジョン

愛知県を中心に行った後は、全国の放課後デイサービス・
就労支援事業所へ対して、本事業のノウハウ提供を行なっていく

5年後には、全国で10箇所の障害児童・外国籍児童向けの
ICTクラブの設立を目指す



メンター

・エンジニア：8名（うち障害者エンジニア5名）

・専門職員：4名（理学療法士、作業療法士、保育士）

・学生：3名 ・留学生：2名 ・その他：5名

メンター確保・育成

障害者エンジニア



メンター育成講義内容



メンター育成アンケート

0% 20% 40% 60% 80%

参加児童生徒等の成長

ネットワーク構築

地域への還元

自己成長

本業への良い影響

動機 継続性

75％メンターとして続けたい

メンター・サポーターの役割見直し
を望む人が多くあった

課題

動機に関しては自己成長や子供の成長を望む声が多く、継続性も過半
数を超えていた。一方で課題としてメンター等の役割分担や報酬面で
の改善案が多く上がった。



手持ちのカードと同じカードが
パソコン上に表示されるため、
プログラミング初心者の
子供でも簡単に使うことが可能

教材について

Gftd Works株式会社が提供する
LMS(オンライン学習システム）を

活用することで、復習及び予習が出来ると共に
技術の進化に伴い最新の情報を学ぶことが可能
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講義内容

う



講義アンケート

満足度

22% 33% 33%

易しい 普通 難しい

難易度

100％
プログラミングができるようになったこと 94％
一緒に学べる友達ができたこと 6％

成果
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